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投資有価証券評価損に関するお知らせ 

 

｢投資有価証券｣に区分される保有投資有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復が困難

であると認められたものについて、平成 21 年 3 月期第 2四半期において減損処理による投資有

価証券評価損を特別損失として計上する必要が生じましたので、お知らせいたします。 

なお、当該投資有価証券評価損につきましては、第 3四半期までは洗替え法を適用し、年度期

末では切り放し法を適用いたします。 

 

記 

 

1. 平成 21 年３月期第２四半期末の投資有価証券評価損の総額 

  連結 個別 

(Ａ) 
平成 21 年 3 月期第 2 四半期末の投資有価証券評価損

の総額 
97 百万円 97 百万円

(Ｂ) 平成 20 年 3月期の純資産の額(Ａ／Ｂ×100) 
21,661 百万円

(0.5%) 

22,450 百万円

(0.4%)

(Ｃ) 最近５事業年度の経常利益の平均額(Ａ／Ｃ×100) 
1,619 百万円

(6.0%) 

1,574 百万円

(6.2%)

(Ｄ) 最近５事業年度の当期純利益の平均額(Ａ／Ｄ×100)
271 百万円

(36.0%) 

274 百万円

(35.6%)

 

※経常利益および当期純利益につきましては、適時開示規則に従い、マイナスの事業年度分(連

結会計年度分)をゼロとして最近５事業年度(連結会計年度)の平均額を算出しております。 

 

２.今後の見通し 

平成 21 年 3 月期第 2四半期の連結および個別の業績につきましては現在集計中であり、業績

見込みが確定次第、改めてお知らせいたします。 

以上 


